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居
場
所
づ
く
り
教
室
（
母
子
福
祉
会
）

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
学
校
・

サ
ー
ク
ル
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介

母
子
福
祉
会
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
を
対
象
に「
居
場
所
づ
く
り
教
室
」を
開
催

中
。
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を
つ
く
る
府
下
で

も
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。
講
師
に
は
元

教
師
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、府
か
ら
の
補
助

や
中
総
合
会
館
の
自
動
販
売
機
の
売
り
上
げ

金
で
活
動
。８
年
以
上
続
く
こ
の
活
動
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間
中
も
プ
リ
ン
ト
学
習

で
乗
り
切
り
ま
し
た
。幅
広
い
学
年
が
集
ま
り
、

O
ur com

m
unity

夢
中
に
な
る
時
間

生
徒
同
士
で
教
え
合
い
学
ぶ
こ
と
も
。
子
ど

も
も
大
人
も
つ
な
が
り
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

講
師
や
ひ
と
り
親
家
庭
で
興
味
が
あ
る
人
は

ぜ
ひ
教
室
を
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、母
子
福
祉
会
の
常
塚
さ
ん（
☎

０
８
０・１
４
２
１・８
１
８
６
）へ
。

❖
南
公
民
館
…
毎
週
日
曜
日
の
９
時
～
12
時
、毎

週
金
曜
日
の
18
時
～
21
時

❖
西
総
合
会
館
…
毎
週
火
・
土
曜
日
の
18
時
～
21
時

　
自
治
会・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体・学
校・サ
ー
ク
ル
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介（
応
募
多
数

の
場
合
選
考
）︒下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
︒

掲
載
団
体
を
随
時
募
集
中　
問
広
報
広
聴
課
（
☎
66
・
１
０
４
１
）

　
舞
鶴
の
特
産
品
や
お
土
産
な
ど
を
抽
選
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
︒問
題
の
○
に
当
て
は
ま
る
文
字
や

数
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
︒ヒ
ン
ト
は
紙
面
の
中
に
︒

ク
イ
ズ
に
答
え
て
ス
テ
キ
な
商
品
を
当
て
よ
う
！

広
報
ク
イ
ズ

問題
１
ま
い
づ
る
満
喫
ク
ー
ポ
ン
で
巡
る

﹁
〇
〇
り 

ま
い
づ
る
﹂

問題
2
Ａ
Ｉ
や
Ｉｏ
Ｔ
を
活
用人

に
寄
り
添
う
〇
〇
〇
〇

問題
3
誰
に
も
優
し
い
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

８
月
は
〇
〇
〇
〇
月
間

【
広
報
ま
い
づ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】

▪「
広
報
ま
い
づ
る
」の
内
容
の
満
足
度

は
、次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
？

①
大
変
良
い　
②
良
い

③
不
満　
④
大
変
不
満

▪
広
報
ま
い
づ
る
８
月
号
で
面
白
か
っ

た
記
事
は
何
で
す
か
？

▪
あ
な
た
の
地
域
で
自
慢
で
き
る
場
所

や
文
化
を
教
え
て
く
だ
さ
い

【
応
募
方
法
】

「
は
が
き（
〒
6
2
5
︲
8
5
5
5（
住

所
不
要
）舞
鶴
市
役
所
広
報
広
聴
課
あ
て
）」

か「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）」で
①
ク
イ

ズ
の
答
え
②「
広
報
ま
い
づ
る
」ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
③
住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
広
報
紙
や
市
政
へ

の
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、８
月
25
日
㈫

（
消
印
有
効
）ま
で
に
広
報
広
聴
課
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
。
当
選
者
は
全
問
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
の
う
え
決
定
。
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
、ご
意
見
は
、
匿

名
で
広
報
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご
意
見
の
内
容
は
抽
選
に
影

響
し
ま
せ
ん
。

︻
７
月
号
の
答
え
︼

①
ま
い　

②
フ
レ
イ
ル　

③
熱
中

８
月
号
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
越
前
織
」舞
鶴
市
ス
ト
ラ
ッ
プ（
非
売
品
）

を
５
名
様
に

福
井
県
坂
井
市
の
特
産
品
で
あ
る
織
物「
越
前

織
」で
作
ら
れ
た
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
す
。同
市
が

主
催
す
る
全
国
ス

ト
ラ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞

を
受
賞
し
た
、赤
れ

ん
が
と
み
な
と
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
で
す
。
こ
こ

で
し
か
手
に
入
ら
な

い
非
売
品
！

❖
広
報
広
聴
課（
☎
66
・
１
０
４
１
）

地
元
を
知
り「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」

を
誇
り
に
思
う
取
り
組
み　

　
２
０
１
８
年
に
舞
鶴
市
歴
史
文
化
基
本
構
想

が
策
定
さ
れ
た
。本
市
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で

海
と
共
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
文
化
を
有
し
、

日
本
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

「
舞
鶴
は
何
も
な
い
田
舎
」と
仰
ら
れ
る
市
民
が

お
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。私
は
小
学
生
の

頃
か
ら
こ
の
ま
ち
の
重
要
性
を
両
親
か
ら
聞
い

て
い
て
、30
歳
の
時
に
初
め
て
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
。よ
そ
者
、若
者
で
ス
タ
ー
ト
し
、40
年

の
歳
月
が
経
過
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、ぜ
ひ
と
も
地
元
に
つ
い

ド
ク
タ
ー
Ｔ
の
ひ
と
り
ご
と　
　

　
　
　
　
　
　
～
そ
の
91
～

て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
続
け
て
き
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
地
元
で
過
ご
す
機
会
が
増
え

て
い
る
現
況
を
生
か
し
、ま
さ
に
今
が
、地
元

の
歴
史
文
化
、地
域
資
源
を
学
び
、体
験
す
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、市
役
所
の
３
部
３
室
５
課
が
連
携

し
、全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍

対
策
の
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

す
る「
ま
い
づ
る
満
喫
ク
ー
ポ
ン
事
業
」、Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）と
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）技
術

を
活
用
し
た
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
や
地
域

学
講
座
、各
地
域
に
伝
承
さ
れ
る
祭
礼
・
芸
能

の
動
画
作
成
と
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。多
く
の
市
民
が
参
加

し
地
元
を
熟
知
さ
れ
、ま
ち
の
誇
り
と
活
力
が

増
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
機
会
に
、家
庭
や
地
域
で
人
権
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 《
人
権
啓
発
推
進
課
》

※
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

　

行
い
実
施
し
ま
す
。
各
自
で
も
、検
温
や
マ
ス
ク
を

　

着
用
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　

　
市
で
は
、障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、互
い

に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、共
に

心
地
よ
く
住
み
や
す
い「
誰
に
も
優
し
い
共
生

社
会
の
実
現
」を
目
指
し
、啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。８
月
は「
人
権
強
調
月
間
」。今
年

は
野
外
で
人
権
映
画
上
映
会
を
開
催
。

８
月
は
人
権
強
調
月
間
今
年
は
野
外
で

　
星
空
映
画
上
映
会
を
開
催

野外上映会「ぼくはうみがみたくなりました」

　自閉症児の父親であった脚本家の山下久仁明さんが書き下
ろした小説が原作で、全国の賛同者の寄付金をもとに映画化
されたもの。一人の自閉症の青年を取り巻く人々の人生や心
の成長を、ときにユーモラスに、ときに厳しく、そして温かく
描いた感動の物語です。出演は、大塚ちひろ・伊藤祐貴・大森
暁美・秋野太作ほか。

【日時】８月29日㈯18時50分～21時
【場所】総合文化会館北側（悪天候の場合は小ホール）
【対象】市内在住の人　【定員】先着100人
【申し込み方法】８月３日㈪８時30分から電話で人権啓発推進
課（☎66・1022）へ。

【その他】日本語字幕付き。補聴器用磁気ループ席あり（予約が
必要）。上映前には「自閉症って…なんだ？」をテーマに原作者
の山下さんとリモートトークを実施。

□応募件数（７月15日時点）
60件（フォーム33件、はがき27件）
□７月号の人気記事

❖1位…オシャレなふろしき活用術（13票）
❖２位…フレイル予防で健康長寿（11票）
❖3位…新しい夏の過ごし方
　　　　　　～WITHコロナの夏～（7票）
7月から始まったレジ袋有料化に合わせて特集

したふろしきの活用術や健康、WITHコロナの夏
の過ごし方に関する記事に注目が集まりました。
　いつも「広報まいづる」をご愛読いただきありがとうございま
す。７月号は、ふろしきの活用術やフレイル予防のための体操
など、生活の中に取り入れられるような話題も多く「すぐに実
践した」という声や「レシピ帖の料理を作った」という報告「こ
れからの季節に備えて水のうの作り方を覚えておきたい」という
意見もあり、皆さんの生活に役立つ情報を発信できている
喜びを感じました。これからも、皆さんからの声や時代の流れに
沿った話題をお届けできるよう頑張ります。　   　  　　     
　　　　　　　　　　　　　　   《広報広聴課》

　広報通信
～７月号広報クイズのアンケート結果を紹介～


